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尿路感染症に対す るAT-2266の 使用経験
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47例 の尿路感染症患者 に対 してAT-2266を 投与 した。投与方法は原則 として,急 性単純性膀胱

炎(10例)に は1日 量300mgを3日 間,複 雑性 尿路感染症 には1日 量600mgを5日 間(28例)3

回分割投与 した。 さらに長期投与を検討す るため複雑性 尿路感染症(9例)に 対 しては,14日 間に

わた り1日 量600mgを3回 分割投与 した。

UTI薬 効評価基準 を満たす ものは47例 中41例 であ り,そ の41例 につ いて評価す ると,著 効13例,

有効17例,無 効11例 で,有 効率73、2%で あった。急性単純性膀胱炎9例 中,著 効6例,有 効3例 で,

有 効率100%,複 雑性尿路感染症32例 中,著 効7例,有 効14例,無 効11例 で,有 効率は65.6%で あ

った。

細菌学的効果では全62株 中,51株 が消失 し,消 失率は82.3%で あった。

副作用は47例 中4例 に認め られたが その程度は軽～中等度であった。

AT-2266は 大日本製薬(株)で開発されたピリドンカルポン酸

系の合成抗菌剤である。 本剤は他の抗生物質との間に 交差耐性

を示さず1),NA耐 性菌にも有効であり,さらにその大部分が尿

中に排泄される2'ことから,尿 路感染症に対して有効なことが

期待される。今回,われわれは47例の尿路感染症患者に本剤を用

いる機会を得たので,そ の成績について検討を加えて報告する。

I.　投与対象および投与方法

対象は昭和57年5月 か ら昭和57年12月 までに秋田大学

医学部付属病院,秋 田市立総合 病院,平 鹿総合病院,仙

北組合総合病院,十 和 田市立中央病院の泌尿器科外来 を

受診,あ るいは入院 した尿路感染症患者であ る。性別は

男性27例,女 性20例 であ り,年 齢 は21歳 か ら85歳 にお よ

んでい る。疾患別 にみ ると,急 性単純性膀胱炎10例 と複

雑性尿路感染症37例 であ る。

投与量は急性単純性膀 胱炎に対 しては1日 量300mgを,

複雑性尿路感染症 に対 しては600mgを,3回 の分割経口

投与 とした。投与期間については,原 則 として急性単純

性膀胱炎に対 しては3日,複 雑性 尿路感染症 に対 しては

5日 とした。 さ らに9例 の複雑 性尿路感染症 に対 しては,

長期投与の検討のため14日 間の連続投与 を行 った。

効果判定はUTI薬 効評価基準3)に 準 じて行い,14日

間投与症例 については,5日 目と14日目で判定した。副

作 用は投与期間中の 自 ・他覚的症状の有無および臨床検

査値 の推 移について検討 した。

II.　成 績

検討症例47例 の臨床成績を一覧に してTable 1に示

す。

主治医判定 による臨床効果 をTable 2-1,お よび2-2に

示す。 複雑性尿路感染症においての14日間投与症例では,

5日 目お よび14日 目に判定 した。急性単純性膀胱炎10例

では著効が7例,有 効が3例 で全例が有効であった。投

与前に菌が検出され なか った2例 を除いた複雑性尿路感

染症35例 においては,5日 目判定では著効が13例,有効

が9例,や や有効が11例,無 効が2例 であり,有効率は

62.9%で あ った(Table 2-1)。14日 投与 した8例 の14日

目判定では著効が3例,有 効が4例,無 効が1例 であり,

その8例 の5日 目判定は著効が1例,有 効が3例,や や

有効 が4例 であ った(Table 2-2)。

UTI薬 効評価基準を満 たす ものは47例 中41例であっ

た。急性単純性膀胱炎の臨床効果をTable 3に,複 雑性
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尿路感染症のそれ をTable 4に 示 し,さ らに疾患病態群

別 に区分 した判定効果をTable 5に 示 した。 急性単純性

膀胱炎9例 では著効が6例,有 効 が3例 で,100%の 有

効率であ った(Table 3)。 複雑性感染症32例 では著効が

7例,有 効 が14例,無 効が11例 であ り有効率は65.6%で

あ った(Table 4)。 両者をま とめると著効が13例,有 効

が17例,無 効が11例 であ り,有 効率は73.2%で あった。

疾患病態群別 についてみ ると,第1群 カテーテル留置症

例5例 中2例(40%〉 が有効であ り,第2群 前立腺術後

感染症の1例 は有効,第3群 上 部尿路感染症 の2例 は1

例(50%)有 効,第4群 下部尿路感染症の14例 は全例(100

%)の 有効で あった。 また,第5群 混合感染 カテーテル

留置例 の6例 は1例(16.7%)だ け有効であ り,第6群 混

合 カテーテル非留置例 の4例 は2例(50%)が 有効であ っ

た(Table 5)。

起炎菌別細菌学的効果をTable 6に 示す。投与前に62

株が分離され,そ の内訳はE.coliが14株 ともっとも多

く,続 いてEnterobacterが6株,P.aeruginosaが6

株,Enterococcusが6株,他 菌種はいずれも4株 以下で

あった。投与後 には62株 中51株 が消失 し,消 失率は82.3

%で あ った。 なお消失 しなかった菌種についてみ ると,

S.marcescensは4株 中4株,P.aeruginosaは6株 中

1株,K.pneumoniaeは4株 中2株,P.maltphilia

は2株 中2株,Alcaligeees sp.は2株 中1株,Ente-

rococcusは6株 中1株 が存続 した。

副作用をTable 7に 示す。食欲不振が2例,胃 部不快

感が1例,薬 疹が1例,悪 心 が1例 に認め られた。食欲

不振 と悪心は同一 の症例34で 生 じたために,症 例数 とし

ては4例 であ り発生率は8.5%で あ った。 しか しそ の程

度は軽～中等度 であ り投与打ち切 りに至 った症例 はなか

った。 投与前後の臨床検査値をTable 8に 示 した。600

mg5日 投与 した症例31で 有意 に総 ビリル ビンが上昇 し

たが,こ の患者は85歳 で肺結核 もあ り本剤のため とはい

い きれ ない と思われた。臨床検 査値 で異常を認めたその

他の症例は,主 治医によって本剤 との因果関係は認め ら

れない と判定 された。

II.　考 察

今回の成績 でAT-2266が 主治医判定 およびUTI薬

効評価基準 の両者において急性単純性膀胱炎 に対 して呈

した100%と い う有効率 は,本 剤が外来患者への第一選

択剤 としての使用価値が高い ことを示す もの と思われ る。

一 方,複 雑性尿路感染症につ いても5日 目の主治 医判

定で62.9%,UTI薬 効評価基準 で65.6%と い う有効率

は,本 剤が経 口投与薬剤であ るこ とを考 えると非常に優

れた成績である と思われ る。 また,14日 間投与 した8例
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Table 2- 1 Clinical evaluation by doctors

* : Evaluated at 3rd day
** : Evaluated at 5th day

Table 2- 2 Clinical evaluation treated with AT- 2266 for 14 days

Table 3 Overall clinical efficacy of AT- 2266 in acute simple cystitis (100•~3/day, 3 days treatment)

Table 4 Overall clinical efficacy of AT- 2266 in complicated UTI (200 mg•~3/ day, 5 days treatment)-
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Table 5 Overall clinical efficacy of AT-2266 classified by type of infection (UTI evaluation)

Table 6 Bacteriological response to AT-2266

in urinary tract infections

Table 7 Side effects

*+++: Discontinued due to side effect

++: Treatment for side effect was necessary, but

continued

+:  Treatment for side effect was not necessary,

and continued

**  Total No. of cases with side effects

/ Total No. of casese valuated
×100

において14日 目の成績が5日 目成績に比べ良かった こと

は注 目され た。 次に,UTI薬 効評価基準に従 った疾患

病態群別 にみ ると 単独感染群が81.8%,混 合感染群が

30,0%の 有効率であ り,混 合感染群に対 しては低い値で

あった。 この点に関 しては経 口投与 薬剤の限界であ ると

も思われ る。

細菌学的効果 につ いてみ る と,全 体 として82.3%の 消

失率を示 し良好 な成績であ った。 しか し,最 近,難 治性
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尿路感染症の起因菌 として問題 とされ るS.marcescens,

P.aeruginosaな どに対 しては,S.marcescensは4株

中4株,P.aeruginosaは6株 中1株 が存続 してお り,

必ず しも良好な成績を挙 げるこ とはで きなか った。 また,

副作用は47例 中4例 において認め られたが,そ の程度は

軽～中等度 であった。 しか も,14日 間の長期投与例 にお

いて も副作用は な く,本 剤が安全性 の高 い薬剤であ るこ

とを示 していた。

以上か ら本都は尿路感染症に対 して安全で有用 な薬 剤

であ り,外 来患者への第一選択薬剤 としてはほぼ満足 で

き る もの と思 われ た。
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AT- 2266 was used in the treatment of 47 patients urinary tract infections.
AT- 2266 was orally administered 300 mg three times a day for 3 days to 10 patients with acute simple cystitis

(A group) and 600 mg three times a day for 5 or 14 days to 37 patients with complicated urinary tract infection (B

group).
In A group, the clinical results evaluated according to the criteria of UTI comittee were excellent in 6 cases and

moderate in 3 cases.
In B group, they were excellent in 7 cases, moderate in 14 cases and poor in 11 cases. The overall efficacy rate

was 73.2%.
51 out of 62 bacteriologically strains were eradicated, with the elimination rate of 82.3%.
No serious side effect was observed.


